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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体収集容器とバッグコネクタシステムを備える、医療用器具であって、
　バッグコネクタシステムは、
　ａ）流体注入部と流体排出部を有する第１の筐体を備える、第１の連結要素であって、
流体排出部は、前記第１の筐体から流体の排出をすることができるための１またはそれ以
上の開口を備える構造を有し、前記第１の連結要素は、さらに流体を前記筐体から排出す
ることを防ぐために第１のばね仕掛けのバルブを備える、第１の連結要素と、
　ｂ）流体注入端部と流体排出端部を有する第２の筐体を備える、第２の連結要素であっ
て、前記流体排出端部は、連結状態を作り出すために前記第１の連結要素の前記第１の筐
体の中に差し込まれたとき、前記第１のばね仕掛けのバルブを動かすように構成され、前
記流体排出端部は、１またはそれ以上の開口を備える構造を有する、第２の連結要素と、
を備え、
　前記第１の連結要素の前記第１の筐体は、前記流体収集容器に連結され、
　前記第１の連結要素の前記流体排出部の前記１またはそれ以上の開口は、前記流体収集
容器の中に封入され、及び前記第１の連結要素と前記第２の連結要素の非連結は、前記医
療器具の外部表面において流体の汚染を最小限にし、
　前記第２の連結要素は、第２のばね仕掛けのバルブを備え、
　前記第２のばね仕掛けのバルブは、スライディングカバーを備え、
　前記第１の連結要素と前記第２の連結要素が連結状態であるとき、前記流体注入部は、
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前記第２のばね仕掛けのバルブを動かすように構成され、
　前記第１のばね仕掛けのバルブの移動は、開いた形態を有する前記第１の連結要素をも
たらし、
　前記第２のばね仕掛けのバルブの移動は、開いた形態を有する前記第２の連結要素をも
たらし、
　前記第１の連結要素と前記第２の連結要素が開いた形態のとき、前記流体排出部の前記
１またはそれ以上の開口の少なくとも一部は前記流体排出端部の前記１またはそれ以上の
開口の少なくとも一部と重なる、医療用器具。
【請求項２】
　前記流体排出部は第１の円筒部を有し、前記第１の円筒部の側面に前記流体排出部の前
記１またはそれ以上の開口を備え、
　前記流体排出端部は、第２の円筒部を有し、前記第２の円筒部の側面に前記流体排出端
部の前記１またはそれ以上の開口を備える、請求項１に記載の医療器具。
【請求項３】
　前記第１のばね仕掛けのバルブの移動は、前記開いた形態を有する前記第１の連結要素
をもたらし、それにより流体を前記流体排出部の１またはそれ以上の開口を通って、前記
第１の連結要素の前記筐体から排出することができる、請求項１に記載の医療用器具。
【請求項４】
　前記開いた形態は、流体を前記第２の連結要素から前記第１の連結要素へ流し、流体を
前記第１の連結要素から排出することができる、請求項１に記載の医療用器具。
【請求項５】
　第１のばね仕掛けのバルブは、前記第１の連結要素の前記第１の筐体の中に配置されて
いる、請求項１に記載の医療用器具。
【請求項６】
　前記第１のばね仕掛けのバルブは、ばね要素によって支持された動く扉を備える、請求
項１に記載の医療用器具。
【請求項７】
　前記第１の連結要素と前記第２の連結要素のそれぞれは、さらに、前記第１の連結要素
と前記第２の連結要素の連結状態を維持するための係合要素を備える、請求項１に記載の
医療用器具。
【請求項８】
　前記流体収集チャンバは、３次元形状を備える、請求項１に記載の医療用器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、出願が、引用によって本明細書に組み込まれた、２０１５年５月１８日出願
の米国仮出願Ｎｏ．６２／１６３，２４０の利益を主張する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００２】
　バッグコネクタシステムは、医療グレードのチューブへ、外部の流体収集バッグに接続
するために、広範な医療用器具に使われる。そのような流体は、例えば、微粒子または他
の固体材料を含む、実際に液体または準液体である。収集された流体は、液体または準液
体の物、尿または他の肉体の流体を含む、廃棄流体を含む。使いやすく、操作可能で、衛
生的である、バッグコネクタシステムを設計することが望まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　１つの態様において、本明細書では、バッグコネクタシステムに使用するための、バッ
グコネクタシステムを提供する。いくつかの実施形態において、バッグコネクタシステム
は、流体及び／または物をドレナージ及び／または収集することを容易にするために役立
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つ、医療用装置の部品へ、流体収集バッグを接続するために構成されたバッグコネクタを
備える。典型的な医療用装置は、これに限られないが、カテーテル、カテーテルアダプタ
、連結コネクタ及び医療グレードのチューブを含む。１つの態様において、本明細書では
、流体注入部と流体排出部を有する筐体を備える、バッグコネクタを提供する。バッグコ
ネクタは、筐体の内部を通って、流体注入部から流体排出部へ、流体及び／または物の通
過を許すように構成される。いくつかの実施形態において、流体排出部は、流体及び／ま
たは物が、筐体の流体排出部の内部から出ることができるための１以上の開口を備える。
いくつかの実施形態において、バッグコネクタは、１以上の開口を通って、流体注入部の
内部から流体排出部の外部へ、流体及び／または物の通過を可能にするように構成される
。
【０００４】
　１つの態様において、バッグコネクタは、筐体へ、流体収集バッグの取り付けのための
固定部を備える。いくつかの実施形態において、取り付け固定部は、例えば、接着の使用
（すなわち、接着剤による接着）、加熱溶接、または超音波溶接によって、流体収集バッ
グへ取り付けるように構成されたフランジを備える。本明細書では、いくつかの実施形態
において、流体注入部と流体排出部を有する筐体を備えるバッグコネクタであって、筐体
は、流体収集バッグに取り付けられる、バッグコネクタを提供する。流体収集バッグは、
筐体に溶接されてもよく、または取り外し可能に取り付けられてもよい。いくつかの実施
形態において、筐体の流体排出部は、流体収集バッグの中に配置される。いくつかの実施
形態において、筐体の流体注入部は、流体収集バッグの外側に配置される。別の実施形態
において、本明細書では、流体収集バッグとバッグコネクタを備える、自閉収集バッグを
提供する。典型的な実施形態において、バッグコネクタは、バッグコネクタの流体排出部
の１以上の開口を通って、流体注入部の内部から、流体収集バッグの内部へ、流体及び／
または物の通過が可能であるように構成されている。
【０００５】
　1つの態様において、バッグコネクタは、カテーテルまたはカテーテルを備え、または
、それへの取り付けのために構成された、連結コネクタのような、第２の装置へバッグコ
ネクタを連結するために有益な、係合要素を備える。1つの態様において、第２の装置は
、バッグコネクタに連結するために構成された、係合要素を備える。係合要素は、これに
限定されるものではないが、ツイストロック機構で使用するための１以上の突起物を含む
。ツイストロック機構で使用するための突起物は、第１の連結要素または第２の連結要素
に存在する。係合要素は、また、１以上の突起物と係合するように構成された回転ロック
部材を含む。本明細書では、いくつかの実施形態において、第２の装置と係合するように
構成されたバッグコネクタであって、バッグコネクタは、第１の連結装置であり、第２の
装置は、第２の連結装置である、バッグコネクタを提供する。いくつかの実施形態におい
て、第１と第２の要素が連結されたとき、システムは、作り出され、システムは、第２の
連結要素から第１の連結要素への流体及び／または物の制御された通過し、そして、続い
て、筐体の内部へ第１の要素の流体排出部開口を通ることができる。いくつかの実施形態
において、第１と第２の要素は連結されている、第１と第２の要素であって、第１の要素
は、流体収集バッグに取り付けられ、また、システムは、第１の連結要素を通って、第２
の連結要素から流体収集バッグへ、流体及び／または物の制御された通過を許す第１と第
２の要素である。さらなる実施形態において、第１の連結要素と第２の連結要素の非連結
は、流体が、第１の連結要素の筐体、第２の連結要素の筐体または第１及び第２の連結要
素の両方の筐体から排出することを防ぐ。いくつかの実施形態において、第２の連結要素
は、バネ仕掛けの連結コネクタである。いくつかの実施形態において、バッグコネクタは
、第２の連結要素に係合されるように構成され、第２の連結要素は、さらにカテーテルと
係合するように構成される。１つの例において、バッグコネクタに連結された第２の装置
は、第２の連結要素とカテーテルを備える。１つの例において、第２の連結要素は、カテ
ーテルアダプタである。本明細書で使われるように、少なくともある場合には、カテーテ
ルは、対象者から流体を取り除くために構成された医療グレードのチューブを備える装置
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と同義である。
【０００６】
　いくつかの実施形態において、バッグコネクタは、さらに、流体排出部における筐体の
底部へ接続するように構成された基礎部を備える。いくつかの場合には、基礎部は、筐体
の部品である。いくつかの場合には、基礎部は、筐体に分離可能に取り付けられる。他の
場合には、基礎部は、筐体に溶接または接着される。
【０００７】
　１つの態様において、本明細書では、ａ）流体注入部と流体排出部を有する筐体と、ｂ
）バネ仕掛けのバルブを備えるバッグコネクタが開示される。典型的な実施形態において
、バネ仕掛けのバルブは、バネ要素と、バネ要素によって支持された動く扉を備える。い
くつかの実施形態において、バネ要素と動く扉は筐体の内部の中に配置される。いくつか
の実施形態において、バッグコネクタは、流体排出部における筐体の底部端部において配
置された基礎部を備える。基礎部は、筐体またはバネ仕掛けのバルブのいずれかの部品で
あってもよい。いくつかの実施形態において、基礎部は、バネ仕掛けのバルブのバネ要素
の台座を提供する。いくつかの実施形態において、バッグコネクタは、例えば、カテーテ
ルまたは連結コネクタといった、第２の装置を係合するための係合要素を備える。いくつ
かの実施形態において、第２の装置へのバッグコネクタの連結は、バネ仕掛けのバルブの
圧縮をもたらし、そして、バッグコネクタは開いた形態を有する。別の実施形態において
、第２の装置からバッグコネクタの非連結は、バネ仕掛けのバルブの復元をもたらし、バ
ッグコネクタは、閉じた形態を有する。さらなる実施形態において、閉じた形態のバッグ
コネクタは、最小限の流体の汚染を提供する。別の実施形態において、バッグコネクタは
さらに、バッグコネクタを流体収集バッグへ接続するための固定部を備える。いくつかの
実施形態において、固定部は、フランジである。いくつかの実施形態において、フランジ
は、接着することによって、収集バッグに溶接され、または、取り付けられる。いくつか
の実施形態において、バッグは、バッグコネクタの部分がバッグの内側にへこんでいるの
で、３次元形状を形成ように組み立てられる。そのような収集バッグの３次元形状は、収
集バッグの設置面積（すなわち、長さ及び幅）を全く変化させずに、バッグの容量を増加
することができる。いくつかの実施形態において、収集バッグは、熱成形またはブロー成
形される。また、他の実施形態において、収集バッグは、ひだ部または折りたたみ部を備
える。さらに他の実施形態において、収集バッグは、構造において、固定されまたは準固
定さている。
【０００８】
　１つの態様において、本明細書では、ａ）流体注入部と流体排出部を有する筐体であっ
て、前記流体排出部は、前記筐体から流体を排出することができる、１以上の開口を備え
る構造を有する、筐体と、ｂ）筐体から流体の排出を調整するためのバネ仕掛けのバルブ
であって、バネ仕掛けのバルブの圧縮は、流体を筐体の開口を通って排出することができ
る開いた形態をもたらし、バネ仕掛けのバルブの復元は、流体を筐体から排出することを
制限する閉じた形態をもたらす、バネ仕掛けのバルブと、を備えるバネ仕掛けのバッグコ
ネクタが提供される。いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのバルブは、自ら閉じ、
バッグコネクタの外部表面に流体汚染を最小限にする。いくつかの実施形態において、バ
ネ仕掛けのバッグコネクタは、さらに、自閉収集バッグを作り出すためのバッグコネクタ
に、流体収集バッグを取り付けるための取り付け固定部を備える。いくつかの実施形態に
おいて、筐体の流体排出部の１以上の開口は、前記流体収集バッグの中に封入される。い
くつかの実施形態において、固定部は、フランジである。
【０００９】
　いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのバッグコネクタのバネ仕掛けのバルブは、
バッグコネクタの筐体の中に配置されている。いくつかの実施形態において、バネ仕掛け
のバッグコネクタは、さらに、流体排出部において筐体と接続される基礎部を備える。い
くつかの実施形態において、バネ仕掛けのバルブは、バネ要素を備える。バネ仕掛けのバ
ルブは、いくつかの実施形態において、バネ要素と動く扉を備え、動く扉は、バネ要素に
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よって支持される。
【００１０】
　いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのバッグコネクタは、システムにおいて、第
１の連結要素であり、バネ仕掛けのバッグコネクタは、システムにおいて、第２の連結要
素と連結するように構成される。いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのバッグコネ
クタは、バネ仕掛けのバッグコネクタを第２の連結要素に連結するための係合要素を備え
る。いくつかの実施形態において、第２の連結要素は、連結コネクタである。いくつかの
実施形態において、第２の連結要素は、カテーテルである。他の実施形態において、第２
の連結要素は、カテーテルに接続する。別の実施形態において、バネ仕掛けのバッグコネ
クタの第２の連結要素への連結は、バネ仕掛けのバルブの圧縮をもたらす。さらなる実施
形態において、バネ仕掛けのバッグコネクタの第２の連結要素への非連結は、バネ仕掛け
のバルブの復元をもたらす。いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのバッグコネクタ
の係合要素は、１以上の突起部を備える。別の実施形態において、バネ仕掛けのバッグコ
ネクタと第２の連結要素は、機構において、ツイストロックによって、連結状態が維持さ
れる。いくつかの実施形態において、第２の連結要素は、バネ仕掛けの連結コネクタであ
る。さらなる実施形態において、バネ仕掛けのバッグコネクタのバネ仕掛けの連結コネク
タへの連結は、バネ仕掛けの連結コネクタのバネ仕掛けのバルブの圧縮をもたらす。追加
の実施形態において、バネ仕掛けのバッグコネクタのバネ仕掛けの連結コネクタへの非連
結は、バネ仕掛けの連結コネクタのバネ仕掛けのバルブの復元をもたらす。
【００１１】
　１つの態様において、本明細書では、ａ）流体注入部と流体排出ポートを有する筐体を
備えるバッグコネクタであって、バッグコネクタは、さらに、流体の流れが、流体排出ポ
ートから排出されることを防ぐためのバネ仕掛けのバルブを備える、バッグコネクタ、と
ｂ）流体注入端部と流体排出端部を備える、第２の装置であって、第２の装置の流体排出
端部は、連結状態である、バッグコネクタの筐体の中に差し込まれたとき、バネ仕掛けの
バルブを動かすように構成され、バッグコネクタと第２の装置の非連結は、システムの外
部表面の流体汚染を最小限にする、第２の装置、を備えるバッグコネクタシステムが開示
される。いくつかの実施形態において、第２の装置は、第２のバネ仕掛けのバルブを備え
る、バネ仕掛けの連結コネクタであり、バッグコネクタの流体注入部は、バネ仕掛けの連
結コネクタの筐体に中に差し込まれたとき、第２のバネ仕掛けのバルブを動かすように構
成されている。いくつかの実施形態において、バッグコネクタは、流体収集バッグを筐体
に取り付けるための固定部を備える。いくつかの実施形態において、バッグコネクタは、
流体収集バッグを備えるかまたは取り付けられる。いくつかの実施形態において、バッグ
コネクタは、流体収集バッグを備えるかまたは取り付けられ、筐体の流体排出部は、流体
収集バッグの中に配置される。いくつかの実施形態において、システムの外部表面は、バ
ッグコネクタの流体注入部の外部及び流体収集バッグの外部を備える。いくつかの実施形
態において、システムの外部表面は、流体注入端部の外部及び流体収集バッグの外部を備
える。いくつかの実施形態において、バッグコネクタは、バッグコネクタシステムの第１
の連結要素であり、また第２の装置は、バッグコネクタシステムの第２の連結要素である
。いくつかの実施形態において、第２の連結要素は、バネ仕掛けの連結コネクタである。
【００１２】
　いくつかの実施形態において、第１の連結要素と第２の連結要素は、１以上の係合要素
の使用によって、連結状態に係合するように構成される。いくつかの実施形態において、
連結要素は、ツイストロックイン機構によって、連結状態が維持される。いくつかの実施
形態において、第２の連結要素は、流体排出ポート上に配置されたスライディングカバー
を備える。いくつかの実施形態において、第２の連結要素は、さらに、少なくとも１つの
Ｏリングを備える。さらなる実施形態において、バッグコネクタ及び第２の連結要素は、
第２の連結要素において、スライディングカバーと一体のスナップフィットを形成する、
バッグコネクタの流体注入部において、少なくとも１つのカンチレバスナップフィット、
好ましくは複数のカンチレバスナップフィットの使用によって、連結状態が維持される。
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【００１３】
　いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのバルブは、バッグコネクタの筐体の中に配
置される。いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのバルブは、バネに連結された動く
扉を備える。さらなる実施形態において、バネ仕掛けのバルブは、バネ台座、バネ要素及
び動く扉を備える。また、さらなる実施形態において、バネ仕掛けのバルブは、ポペット
バルブである。
１．いくつかの実施形態において、バッグコネクタが、第２の連結要素から非接続または
非連結にされたとき、バッグコネクタは、閉じた状態であり、第２の連結要素を備えるド
レナージパスを閉じる。いくつかの実施形態において、第２の連結要素を備えるバッグコ
ネクタを連結するとき、第２の連結要素は、バッグコネクタの流体排出部において、１以
上の開口が曝されるまで、バッグコネクタの動く扉を押し、開いた形態をもたらす。第２
の連結要素によって開けられるとすぐに、バッグコネクタのドレナージパスは開けられ、
開放されることになる筐体の内部から、流体排出部の外部へ流体及び／または物の通過が
できる。いくつかの実施形態において、第２の連結要素の開口は、ドレナージのために開
けられることになるバッグコネクタと第２の連結要素の両方のドレナージパスをもたらす
。例えば、第２の連結要素を備えるバッグコネクタの係合によって、システムの開口は、
第２の連結要素から、バッグコネクタの筐体の内部を通って、筐体の流体排出部の外側へ
、流体及び／または物の通過を許す。典型的な実施形態において、流体及び／または物は
、流体収集バッグに集められ、流体収集バッグは、バッグコネクタの筐体の排出部を箱に
入れる。さらなる他の実施形態において、バッグコネクタと第２の連結要素の非接続にお
いて、バネ要素は、ドレナージパスを閉鎖する位置に、バッグコネクタの動く扉を押して
もよい。いくつかの実施形態において、動く扉の材料は、筐体の材料よりも軟らかい。さ
らなる他の実施形態において、動く扉と筐体が接触する点における動く扉の材料は、囲ん
でいる材料よりも軟らかい。また、他の実施形態において、軟らかい材料の硬度は、ショ
アＡ硬度３０からショアＡ硬度９０である。いくつかの実施形態において、軟らかい材料
は、２ショット射出成形を用いて合体されている。いくつかの実施形態において、バッグ
コネクタは、さらに、筐体と動く扉の間のＯリングを備える。
【００１４】
　１つの態様において、本明細書では、ａ）流体注入部と流体排出部を有する筐体を備え
る第１の連結要素であって、流体排出部は、筐体から流体の排出ができるための１以上の
開口を備える構造を有し、第１の連結要素は、さらに流体が筐体から排出することを防ぐ
ためのバネ仕掛けのバルブを備える、第１の連結要素と、ｂ）流体注入端部と流体排出端
部を有する第２の筐体を備える第２の連結要素であって、流体排出端部は、連結状態を作
り出すために第１の連結要素の筐体の中に差し込まれたとき、バネ仕掛けのバルブを動か
すように構成される、第２の連結要素と、を備えるバネ仕掛けのバッグコネクタシステム
が開示される。いくつかの実施形態において、第２の連結要素は、バネ仕掛けのバルブを
備えるバネ仕掛けの連結コネクタである。さらなる実施形態において、バネ仕掛けのバッ
グコネクタのバネ仕掛けの連結コネクタへの連結は、バネ仕掛けの連結コネクタのバネ仕
掛けのバルブの圧縮をもたらす。
【００１５】
　別の態様において、本明細書では、流体保管バッグ及びバッグコネクタシステムを備え
る医療用器具であって、バッグコネクタシステムは、流体注入部と流体排出ポートを有す
る筐体を備えるバッグコネクタを備え、バッグコネクタは、さらに、流体流れが流体排出
ポートから排出されることを防ぐための、バネ仕掛けのバルブを備え、第２の装置は、流
体注入端部と流体排出端部を有する筐体を備え、流体排出端部は、バッグコネクタの流体
注入部の中に差し込まれたとき、バネ仕掛けのバルブを動かすために構成され、第２の装
置の流体排出部は、流体保管容器の中に封入され、及び第１の連結要素と第２の連結要素
の非連結は、医療用器具の外側表面において流体汚染を最小限にする、医療用器具が開示
される。さらなる別の態様において、本明細書では、流体収集容器とバッグコネクタシス
テムを備える医療用器具であって、バッグコネクタシステムは、ａ）流体注入部と流体排
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出部を有する筐体を備える第１の連結要素であって、流体排出部は、筐体から流体の排出
することができる１以上の開口を備える構造を有し、第１の連結要素は、さらに、流体が
筐体から排出すること防ぐためにバネ仕掛けのバルブを備える、第１の連結要素と、流体
注入端部と流体排出端部を有する第２の筐体を備える第２の連結要素であって、流体排出
端部は、連結状態を作り出すために第１の連結要素の筐体に差し込まれるとき、バネ仕掛
けのバルブを動かすように構成される、第２の連結要素と、を備え、第１の連結要素の筐
体は、流体収集容器に接続され、第１の連結要素の流体排出部の１以上の開口は、流体収
集容器の中に封入され、第１の連結要素と第２の連結要素の非連結は、医療用器具の外側
表面において、流体汚染を最小限にする、医療用器具が開示される。いくつかの実施形態
において、第２の連結要素は、バネ仕掛けの連結コネクタである。
【００１６】
　いくつかの実施形態において、第１の連結要素と第２の連結要素のそれぞれは、連結状
態にそれぞれ係合するように構成される。さらなる実施形態において、第１の連結要素と
第２の連結要素は、第２の連結要素におけるスライディングカバーと一体のスナップフィ
ットを形成する第１の連結要素の流体注入部において、ツイストロックイン機構、単一の
カンチレバスナップフィット機構、または、複数のカンチレバスナップを備える、カンチ
レバスナップフィット機構の使用によって、連結状態に従事する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】バネ仕掛けのバッグコネクタの実施形態の分解組み立て図を描く。
【図２Ａ】閉じた形態の図１のバッグコネクタの概略斜視図を描く。
【図２Ｂ】閉じた形態の図１のバッグコネクタの断面図を描く。
【図３Ａ】閉じた形態のバネ仕掛けのバッグコネクタの実施形態の側面図を提供する。
【図３Ｂ】閉じた形態のバネ仕掛けのバッグコネクタの実施形態の上面図を提供する。
【図３Ｃ】閉じた形態のバネ仕掛けのバッグコネクタの実施形態の底面図を提供する。
【図３Ｄ】指によって開いた形態を手動で押された、バネ仕掛けのバッグ収集部の実施形
態の概略斜視図を提供する。
【図４Ａ】第２の連結要素に連結されたバネ仕掛けのバッグコネクタを備えるバッグコネ
クタシステムの実施形態の概略斜視図を提供する。
【図４Ｂ】バネ仕掛けの連結コネクタである、第２の連結要素の実施形態の分解組み立て
図を提供する。
【図４Ｃ】図４Ａの第２の連結要素の上面図を提供する。
【図４Ｄ】図４Ａの第２の連結要素の断面側面図を提供する。
【図４Ｅ】注入と排出の間を約９０°回転した第２の連結の別の実施形態の断面側面図で
ある。
【図４Ｆ】図４Ｅの第２の連結要素の上面図を提供する。
【図５】バネ仕掛けのバッグコネクタの実施形態の装置の大きさを提供する。
【図６】閉じた形態のバネ仕掛けのバッグコネクタを備える組み立てられた収集バッグの
実施形態の側面図を提供する。
【図７】カテーテルを備える、第２の連結要素と連結された組み立てられた収集バッグの
実施形態の概略斜視図を提供する。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本明細書では、さまざまな実施形態において、医療用器具に有利なバッグコネクタシス
テムが提供される。これらのバッグコネクタシステムは、外側の環境へ、チューブの内側
の廃棄物の暴露を最小限にする一方で、廃棄物の流れを外部の廃棄物収集容器へ、案内す
るチューブを接続するための単一の方法を提供する。いくつかの実施において、バッグコ
ネクタシステムは、第１の連結要素と第２の連結要素を備え、第１の連結要素は、バネ仕
掛けのバッグコネクタである。バネ仕掛けのバッグコネクタは、収集容器に、直接または
間接に取り付けられるように構成され、取り付け部は、取り外し不可能または取り外し可
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能であってもよい。いくつかの実施形態において、収集容器は、自閉収集バッグを作り出
すためにバネ仕掛けのバッグコネクタに溶接され、または接着される。いくつかの実施形
態において、第２の連結要素は、流体及び／または物を備える廃棄物の流れと続く収集を
容易にするために有利な、医療装置または医療装置の部品である。第２の連結要素または
、第２の連結要素と係合するように構成された部品の例は、これに限定されるものではな
いが、カテーテル、カテーテルアダプタ及び／またはコネクタ、及び医療グレードのチュ
ーブを含む。典型的な実施形態において、２つのバッグコネクタシステムの２つの連結要
素が連結されたとき、廃棄物源（例えば、チューブによる対象者）と廃棄物収集容器の間
のドレナージパスが、開くために稼働される。追加の実施形態において、バッグコネクタ
システムの２つの連結要素が、非連結または非接続にされたとき、廃棄物収集容器に取り
付けられたまたはそれを備える、第１の連結要素は、閉じた状態に戻り、収集容器の収集
した廃棄物を保持するであろう。追加の実施形態において、第２の連結要素は、バネ仕掛
けの連結コネクタである。第２の連結要素は、カテーテルに接続するように構成されても
よい。バッグコネクタシステムの２つの連結要素が、非連結または非接続であるとき、第
１の連結要素と第２の連結要素の両方は、それぞれ閉じた状態に戻り、第１の連結要素を
使用することによって、収集容器に収集された廃棄物を保持すると同時に、第２の連結要
素を使用することによって、カテーテルに廃棄物を保持する。そのように、バッグコネク
タシステムの外部表面は、廃棄するために、暴露を最小限にする。
【００１９】
＜バネ仕掛けのバッグコネクタ＞
　本明細書では、いくつかの実施形態において、バッグコネクタシステムの使用のための
バネ仕掛けのバッグコネクタが開示される。いくつかの実施形態において、バネ仕掛けの
バッグコネクタ（または「バッグコネクタ」）は、ａ）流体注入部と流体排出部を有する
筐体であって、流体排出部は、筐体から流体を排出することができる、１以上の開口を備
える構造を有する、筐体と、ｂ）筐体から流体の排出を調整するためのバネ仕掛けのバル
ブであって、バネ仕掛けのバルブの圧縮は、流体を筐体の開口を通って排出することがで
きる開いた形態をもたらし、バネ仕掛けのバルブの復元は、流体を筐体から排出すること
を制限する閉じた形態をもたらす、バネ仕掛けのバルブと、を備える。
【００２０】
　本明細書では、いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのコネクタ設計を有する自閉
収集バッグが開示される。いくつかの実施形態において、自閉収集バッグは、バッグコネ
クタに取り付けられた流体収集バッグを備え、バッグコネクタは、ａ）流体注入部と流体
排出部を有する筐体であって、前記流体排出部は、前記筐体から流体を排出することがで
きる、１以上の開口を備える構造を有し、流体排出部の１以上の開口は、流体収集バッグ
の中に封入される、筐体と、ｂ）筐体から流体の排出を調整するためのバネ仕掛けのバル
ブであって、バネ仕掛けのバルブの減衰は、流体が、流体収集バッグの中へ筐体から排出
することができる開いた形態をもたらし、バネ仕掛けのバルブの復元は、流体を筐体から
排出することを制限する閉じた形態をもたらす、バネ仕掛けのバルブと、を備える。いく
つかの場合には、収集バッグは、フィルタまたは活性炭のような、臭気を取り除く要素を
備える。いくつかの場合には、収集バッグは、出力測定を助けるために体積目盛りが印刷
されている。さらに、本明細書では、いくつかの実施形態において、３次元形状を有する
流体収集バッグとバッグコネクタを備える自閉収集バッグであって、バッグコネクタの部
分は、流体収集バッグの中に封入される、自閉収集バッグが提供される。３次元形状を備
える流体収集バッグは、設置面積が増加することなく、２次元バッグより高い容量である
ことが可能である。いくつかの実施形態において、３次元バッグは、２次元設置面積に垂
直な方向に高さを与えることによって、かさ上げされた袋を備える。熱成形またはブロー
成形は、３次元収集バッグを作り出すための典型的な方法である。代わりに、ひだ部また
は折りたたみ部は、熱成形またはブロー成形技術を組み合わせ、または追加することで、
導入されてもよい。流体収集バッグは、また構造的に固定されまたは準固定されてもよい
。３次元形状を有する収集バッグのための体積容量は、約１．５Ｌまたは１．６Ｌのよう
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な、０．５Ｌ、１．０Ｌ、１．５Ｌ、２．０Ｌ、２．５Ｌ及び３Ｌより大きくてもよい。
【００２１】
　いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのバルブは、バネ要素と動く扉を備える。別
の実施形態において、バネ仕掛けのバルブは、さらに、バネ台座または基礎部を備える。
いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのバルブの部分または全ての部品は、バッグコ
ネクタ筐体の内部の中に、配置される。動く扉は、プラスチック、シリコーン、ゴム、弾
性体またはそのいずれかの組み合わせを備える材料で作られてもよい。ばね要素は、金属
またはプラスチックを備える材料で作られてもよい。金属バネは、これに限定されるもの
ではないが、真ちゅうまたは青銅を含む、磁気共鳴画像法適合金属を含む。典型的なバネ
要素は、らせん形の圧縮バネのような、圧縮バネである。バネ要素の例は、これに限定さ
れるものではないが、まっすぐな金属コイル、凹状の（砂時計）、円すい形のおよび凸状
の（たる）バネを含む。いくつかの実施形態において、バネ要素のバネ定数は、約０．０
０９Ｎ／ｍｍ（０．０５ｌｂｓ／ｉｎ）から約２．６３Ｎ／ｍｍ（１５ｌｂｓ／ｉｎ）、
または好ましくは、約０．０１８Ｎ／ｍｍ（０．１ｌｂｓ／ｉｎ）から約１．４Ｎ／ｍｍ
（８ｌｂｓ／ｉｎ）である。好ましい実施形態において、圧縮バネが、第１の連結要素と
第２の連結要素の両方に使われる（例えば、第２の連結要素が、バネ仕掛けの連結コネク
タである）場合において、第１の連結要素のバネ定数は、第２の連結要素のバネ定数と異
なる。いくつかの実施形態において、バネワイヤの直径は、約０．２５４ｍｍ（０．０１
ｉｎ）から約１．２７ｍｍ（０．０５ｉｎ）である。１つの例において、圧縮バネの最大
負荷は、８Ｎ未満、または好ましくは、５Ｎ未満である。圧縮バネは、鋼、ステンレス鋼
、亜鉛メッキ鋼材バネ、青銅、ベリリウム銅などのような金属から選択されることができ
る。第１の連結要素に有利な圧縮バネの例は、カリフォルニア州、ロサンゼルスのＣｅｎ
ｔｕｒｙ　Ｓｐｒｉｎｇ社製の亜鉛メッキ鋼材バネ、Ｂ１８－１９７である。
【００２２】
　バッグコネクタは、さまざまな実施形態において、基礎部を備える。典型的な実施形態
において、基礎部は、流体排出部において、筐体の底部端部に接続される。いくつかの実
施形態において、筐体は、基礎部を備えるか、これに取り外し不可能に接続される。別の
実施形態において、基礎部は、筐体に取り外し可能に接続される。いくつかの実施形態に
おいて、基礎部は、筐体の流体排出部の底部における頂上部を備えるスナップフィットを
形成するための、複数のカンチレバスナップを備える。さらなる実施形態において、基礎
部は、バネ仕掛けのバルブの部品であり、基礎部は、バネ要素のための支持部を提供する
。いくつかの実施形態において、基礎部は、筐体の流体排出部の底部端部に超音波で溶接
される。いくつかの実施形態において、基礎部は、筐体の流体排出部の底部端部に接着さ
れる。いくつかの場合において、基礎部の直径は、約２０ｍｍから約６０ｍｍ、約２０ｍ
ｍから約５０ｍｍ、約２０ｍｍから約４０ｍｍ、または約２５ｍｍから約４０ｍｍである
。例えば、基礎部は、約２５ｍｍ、２６ｍｍ、２７ｍｍ、２８ｍｍ、２９ｍｍ、３０ｍｍ
、３１ｍｍ、３２ｍｍ、３３ｍｍ、３４ｍｍ、３５ｍｍ、３６ｍｍ、３７ｍｍ、３８ｍｍ
、３９ｍｍ、４０ｍｍの直径であってもよい。いくつかの実施形態において、基礎部の前
述の直径は、スナップのようないかなる基礎部接続要素を除外する。いくつかの場合にお
いて、基礎部は、１以上のスナップを備え、それぞれのスナップは、約１ｍｍから約１０
ｍｍまたは約１ｍｍから約５ｍｍの高さを有する。例えば、それぞれのスナップは、約２
ｍｍ、３ｍｍ、４ｍｍまたは５ｍｍの高さを有する。いくつかの場合において、筐体の流
体排出部は、頂上部を備え、頂上部は、１以上の台座を備える。基礎部の１以上のスナッ
プは、基礎部を流体排出部へ接続するための頂上部の１以上の台座に置いてもよい。いく
つかの場合には、頂上部の高さは、スナップの高さより大きい。例えば、頂上部の高さは
、約２ｍｍから約１２ｍｍ、約２ｍｍから約１０ｍｍ、または約２ｍｍから約８ｍｍであ
る。いくつかの場合において、頂上部の高さは、約２ｍｍ、３ｍｍ、４ｍｍ、５ｍｍ、６
ｍｍ、７ｍｍまたは８ｍｍである。いくつかの実施形態において、流体排出部の底部は、
任意に基礎部を備え（例えば、取り外し可能な基礎部）、流体排出部の底部の直径は、約
２０ｍｍから約６０ｍｍ、約２０ｍｍから約５０ｍｍ、約２０ｍｍから約４０ｍｍ、また
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は約２５ｍｍから４０ｍｍである。例えば、流体排出部の底部は、約３０ｍｍ、３１ｍｍ
、３２ｍｍ、３３ｍｍ、３４ｍｍ、３５ｍｍ、３６ｍｍ、３７ｍｍ、３８ｍｍ、３９ｍｍ
または４０ｍｍの直径であってもよい。
【００２３】
　バッグコネクタの筐体は、流体及び／または物を含むために適当な、いかなる材料で構
成されてもよい。例えば、バッグコネクタの筐体は、プラスチックからなる。バッグコネ
クタの筐体として役立つプラスチックのこれに限定されない例は、ポリエチレン、ポリプ
ロピレン、ＡＢＳ、ナイロン、ＰＥＴ、ＰＶＣ及びプラスチック材料の他のものを含む。
いくつかの実施形態において、筐体の流体注入部は、流体注入部の内部の中の流体及び／
または物が外部の環境に曝されないように、固形化された構造物の壁を有する。いくつか
の実施形態において、筐体の流体排出部は、その構造に複数の開口を有する。いくつかの
実施形態において、筐体の流体の排出部は、少なくとも１、少なくとも２、少なくとも３
、少なくとも４、少なくとも５、少なくとも１０、少なくとも１５または少なくとも２０
の開口を備える。いくつかの実施形態において、筐体の流体排出部は、１、２、３、４、
５、６、７、８、９または１０の開口を備える。開口は、筐体の排出部から流体及び／ま
たは物を排出することができる適当な、いかなる大きさであることができる。開口の大き
さは、収集されるべき流体及び／または物によって、及び／または収集されるべき流体の
流量によって、より小さくまたは大きくなってもよいことが、理解される。例えば、流体
排出部の開口は、直腸のカテーテルとして使うために適当なバッグコネクタの開口より尿
のカテーテルとして使うために適当なバッグコネクタの方が小さい。いくつかの場合にお
いて、開口の幅は、約１０ｍｍから約４０ｍｍ、約１０ｍｍから約３０ｍｍ、約１０ｍｍ
から約２５ｍｍ、約１５ｍｍから約３０ｍｍ、約２０ｍｍから約３０ｍｍ、または約２０
ｍｍから約２５ｍｍである。例えば、開口の幅は、約１５ｍｍ、１６ｍｍ、１７ｍｍ、１
８ｍｍ、１９ｍｍ、２０ｍｍ、２１ｍｍ、２２ｍｍ、２３ｍｍ、２４ｍｍまたは２５ｍｍ
である。
【００２４】
　典型的な実施形態において、バッグコネクタの流体注入部の開口の内側の直径は、約１
０ｍｍから約４０ｍｍ、約１５ｍｍから約３５ｍｍ、好ましくは約２０ｍｍから約３５ｍ
ｍである。例えば、流体注入部の開口の直径は、約２５ｍｍ、２６ｍｍ、２７ｍｍ、２８
ｍｍ、２９ｍｍ、３０ｍｍ、３１ｍｍ、３２ｍｍ、３３ｍｍ、３４ｍｍ、３５ｍｍ、また
は２７．７ｍｍのようなその間のいかなる値である。別の典型的な実施形態において、バ
ッグコネクタの流体排出部（例えば、たる要素）の内側の直径は、約１０ｍｍから約４０
ｍｍ、約１５ｍｍから約３５ｍｍ、好ましくは約２５ｍｍから約３５ｍｍである。例えば
、流体排出部の内側の直径は、約２５ｍｍ、２６ｍｍ、２７ｍｍ、２８ｍｍ、２９ｍｍ、
３０ｍｍ、３１ｍｍ、３２ｍｍ、３３ｍｍ、３４ｍｍ、３５ｍｍ、または２９.８ｍｍの
ような、その間のいかなる値である。流体排出部の内側の直径は、動く扉が、筐体の流体
注入部よりわずかに小さい直径を閉じるために筐体の排出部の内側に沿って動くことがで
きるようであってもよい。同様に、流体排出部の直径は、動く扉が、バッグコネクタが開
いた形態になることができるために筐体の基礎部の方へ動くことができるようであっても
よい。別の実施形態において、流体注入部は、第１の連結要素と第２の連結要素が接続さ
れたとき、流体に対して、封止を助けることができるように、凹んだ円周を有して設計さ
れる。いくつかの場合において、凹部は、流体注入部の頂部における陥没であり、陥没は
、約５ｍｍ、４ｍｍ、３ｍｍ、２ｍｍまたは１ｍｍ未満の深さである。例えば、凹部は、
約０．５ｍｍ、０．６ｍｍ、０．７ｍｍ、０．８ｍｍ、０．９ｍｍまたは１ｍｍの深さで
ある。
【００２５】
　本明細書で開示される、方法と装置の液体の水漏れしないまたは封止の構造は、さらに
、筐体と動く扉の間の材料（例えばプラスチック）の硬さを変化することによって、強化
されてもよい。例えば、より硬い材料の硬度は、ショアＤ硬度３０（ショアＡ硬度８０と
等価）からショアＤ硬度８０の範囲、または約ショアＤ硬度３０、約ショアＤ硬度４０、
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約ショアＤ硬度５０、ショアＤ硬度６０、約ショアＤ硬度７０、または約ショアＤ硬度８
０であることができ、一方で、軟らかい材料の硬さは、ショアＡ硬度３０からショアＡ硬
度９０の範囲、または約ショアＡ硬度３０、約ショアＡ硬度４０、約ショアＡ硬度５０、
約ショアＡ硬度６０、約ショアＡ硬度７０またはショアＡ硬度８０より小さいことができ
る。他の実施形態において、液体の水漏れしない構造は、さらに、２ショット射出成形さ
れた筐体または動く扉を使うことによって強化されてもよく、筐体または動く扉または両
方の軟らかい部品は、液体を水漏れしない閉じたシステムを作り出すための２ショット射
出成形によって合体されることができる。さらなる他の実施形態において、流体の水漏れ
しない構造は、さらに、筐体と動く扉の間のＯリングまたは他の弾性を持った封止を追加
することによって、強化されることができる。さらなる他の実施形態において、本明細書
で開示された装置と方法の液体の水漏れしない構造は、例えば、バッグの中身をゲル化す
る、収集バッグの内側に超吸収の匂い袋（例えば、Ｃｏｎｖａｔｅｃ　Ｄｉａｍｏｎｄｓ
）の使用といった、さらに収集バッグの内側の中身を変換することによって強化されても
よい。この場合において、超吸収部品は、バッグが、例えば例えば臨床医または看護実務
者といった、使用者によって、はじめに組み立てられまたは使用された時、追加されるこ
とができる。
【００２６】
　いくつかの実施形態において、流体注入部の頂部から流体排出部の底部のバッグコネク
タの長さ、本明細書では、「バッグコネクタの長さ」は、約２０ｍｍから約１００ｍｍ、
約２０ｍｍから約９０ｍｍ、約２０ｍｍから約８０ｍｍ、約３０ｍｍから約８０ｍｍ、約
４０ｍｍから約８０ｍｍ、約２０ｍｍから約７０ｍｍ、約２０ｍｍから約６０ｍｍ、約３
０ｍｍから約６０ｍｍ、約４０ｍｍから約５０ｍｍである。例えば、バッグコネクタの長
さは、約４５ｍｍ、４６ｍｍ、４７ｍｍ、４８ｍｍ、４９ｍｍ、５０ｍｍである。いくつ
かの場合において、バッグコネクタの長さは、約１００ｍｍ、９０ｍｍ、８０ｍｍ、７０
ｍｍ、６０ｍｍ、５０ｍｍまたは４０ｍｍ未満である。いくつかの実施形態において、バ
ッグコネクタの流体注入部の長さは、約５ｍｍから約５０ｍｍ、約５ｍｍから約４０ｍｍ
、約５ｍｍから約３０ｍｍ、または約５ｍｍから約２０ｍｍである。例えば、流体注入部
の長さは、約１０ｍｍ、１１ｍｍ、１２ｍｍ、１３ｍｍ、１４ｍｍ、１５ｍｍ、１６ｍｍ
、１７ｍｍ、１８ｍｍ、１９ｍｍ、２０ｍｍまたは１４．５ｍｍのようなその間のいかな
る値である。いくつかの場合において、流体注入部の長さは、バッグコネクタ筐体の頂部
から流体収集バッグをバッグコネクタに取り付けるための取り付け固定部の頂部にわたる
。いくつかの実施形態において、バッグコネクタの頂部の外側の直径は、約２０ｍｍから
約６０ｍｍ、約２０ｍｍから約５０ｍｍ、約２０ｍｍから約４０ｍｍ、または約２５ｍｍ
から約４０ｍｍである。例えば、バッグコネクタの外側の直径は、約２５ｍｍ、２６ｍｍ
、２７ｍｍ、２８ｍｍ、２９ｍｍ、３０ｍｍ、３１ｍｍ、３２ｍｍ、３３ｍｍ、３４ｍｍ
、３５ｍｍ、３６ｍｍ、３７ｍｍ、３８ｍｍ、３９ｍｍまたは４０ｍｍの直径であっても
よい。いくつかの場合において、バッグコネクタの頂部の外側の直径は、バッグコネクタ
の基礎部の直径と同じであり、例えば、直径の間で、５０％、４０％、３０％、２０％、
または１０％未満である。
【００２７】
　バッグコネクタは、さまざまな実施形態において、流体収集バッグに取り付けるための
固定部を備える。典型的な固定部は、例えば、接着剤（すなわち接着）、熱溶接、または
超音波溶接を使って、収集バッグへ接続されてもよいフランジである。いくつかの実施形
態において、バッグコネクタの筐体は、フランジを備え、フランジは、直接または間接に
、流体収集バッグに取り付けられる。いくつかの場合において、収集バッグは、フィルタ
または活性炭のような、臭気を取り除く要素を備える。いくつかの実施形態において、流
体収集バッグは、フランジに溶接される。別の実施形態において、流体収集バッグは取り
外し可能にフランジに取り付けられる。フランジの幅は、約２ｍｍから約３０ｍｍ、約２
ｍｍから約２５ｍｍ、約２ｍｍから約２０ｍｍ、約２ｍｍから約１５ｍｍ、約２ｍｍから
約１０ｍｍ、約５ｍｍから約３０ｍｍ、約５ｍｍから約２５ｍｍ、約５ｍｍから約２０ｍ
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ｍ、約５ｍｍから約１５ｍｍ、約５ｍｍから約１０ｍｍ、約７ｍｍから約２０ｍｍ、約７
ｍｍから約１５ｍｍ、約８ｍｍから約１５ｍｍ、約８ｍｍから約１２ｍｍにわたってもよ
い。いくつかの場合において、フランジの幅は、約５ｍｍ、約６ｍｍ、約７ｍｍ、約８ｍ
ｍ、約９ｍｍ、約１０ｍｍ、約１１ｍｍ、約１２ｍｍ、約１３ｍｍ、約１４ｍｍ、約１５
ｍｍである。いくつかの場合において、フランジの長さと幅は、約１０ｍｍ、９ｍｍ、８
ｍｍ、７ｍｍ、６ｍｍ、５ｍｍ、４ｍｍ、３ｍｍ未満である。いくつかの場合において、
フランジの長さは、約１ｍｍから約１０ｍｍまたは約１ｍｍから約５ｍｍであり、例えば
、１ｍｍ、２ｍｍ、３ｍｍ、４ｍｍまたは５ｍｍである。いくつかの場合において、フラ
ンジのような取り付け固定部の外側の直径は、約１００ｍｍ、９０ｍｍ、８０ｍｍ、７０
ｍｍ、６０ｍｍ、５０ｍｍ、４０ｍｍ未満である。いくつかの実施形態において、フラン
ジの外側の直径は、約２０ｍｍから約１００ｍｍ、約３０ｍｍから約１００ｍｍ、約４０
ｍｍから約１００ｍｍ、約４０ｍｍから約９０ｍｍ、約４０ｍｍから約８０ｍｍ、約５０
ｍｍから約７０ｍｍ、または約５５ｍｍ、５６ｍｍ、５７ｍｍ、５８ｍｍ、５９ｍｍ、６
０ｍｍ、６１ｍｍ、６２ｍｍ、６３ｍｍ、６４ｍｍまたは６５ｍｍのようなその間のいか
なる値である。
【００２８】
　バッグコネクタは、さまざまな実施形態において、流体収集容器または収集バッグに接
続されまたはそれを備える。収集容器は、例えば、流体または、微粒子または固体の物を
含む流体といった、医療廃棄物の収集及び／または貯蔵に適したいかなる容器を含む。収
集容器の例は、これに限定されるものではないが、尿の収集バッグ及び糞便の物収集バッ
グを含む。典型的な実施形態において、収集容器は、対象者から外部へ廃棄物を集めるよ
うに構成される。収集容器は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ＥＶＡ、ＡＢＳ、ナイロ
ン、ＰＥＴ、ＰＶｄＣ（ポリ塩化ビニリデン）、ＰＶＴ、またはそれらの混合物または多
層フィルムのような、プラスチックを備える材料で作られてもよい。いくつかの実施形態
において、バッグは、バッグコネクタの部分がバッグの内側の中に凹むため、３次元形状
を形成するように構成される。そのような収集バッグの３次元形状は、収集バッグの設置
面積（すなわち長さ及び幅）のいかなる変更なく、バッグの容量を増加することができる
。いくつかの実施形態において、収集バッグは、熱成形される。他の実施形態において、
収集バッグは、ブロー成形される。さらに他の実施形態において、収集バッグは、体積の
拡張ができる折りたたみ部またはひだ部を備える。さらなる他の実施形態において、収集
バッグは、構造的に固定されまたは準固定されている。さらなる実施形態において、収集
バッグは、満たされたときに、接続された収集バッグを適切に支持するための、支持する
ストラップまたは固定部を含む、追加の構造を有してもよい。さらなる他の実施形態にお
いて、収集バッグは、さらに、安全が保証された空間の中または、その上に収集バッグの
置換ができる支持構造物（例えば、床、棚、または他の支持構造物）を備える。
【００２９】
　いくつかの場合において、収集バッグは、フィルタまたは活性炭のような、臭気を取り
除く要素を備える。本明細書で使われるように、少なくともいくつかの実施形態において
、流体は、液体、または液体及び物を備える。例えば、流体は、人間のような、対象者か
ら取り除かれるいかなる医療廃棄物である。
【００３０】
　バッグコネクタは、さまざまな実施形態において、バッグコネクタを第２の連結要素に
連結するために便利な係合要素を備える。いくつかの実施形態において、係合要素は、ツ
イストロックイン機構で第２の連結要素と係合する１以上の突起部を備える。ツイストロ
ックイン機構で使用する突起部は、第１の連結要素においてまたは第２の連結要素におい
て、存在してもよい。別の実施形態において、バッグコネクタは、スナップフィットに用
いることによって、第２の連結要素と連結した状態を維持し、連結要素の１つは、少なく
とも、カンチレバスナップを備え、及び他の連結要素は、１以上のカンチレバスナップと
係合するために適した頂上部を備える。いくつかの場合において、突起部の直径は、約１
０ｍｍ、９ｍｍ、８ｍｍ、７ｍｍ、６ｍｍ、５ｍｍ、４ｍｍ、または３ｍｍ未満である。
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いくつかの場合において、突起部の直径は、約１ｍｍから約１０ｍｍまたは約１ｍｍから
約５ｍｍであり、例えば、１ｍｍ、２ｍｍ、３ｍｍ、４ｍｍまたは５ｍｍである。バッグ
コネクタが少なくとも２つの突起部を備える実施形態において、２つの突起部の１８０°
離れた外側端部の間の距離は、約３０ｍｍから約１００ｍｍ、約３０ｍｍから約９０ｍｍ
、約３０ｍｍから約８０ｍｍ、約３０ｍｍから約７０ｍｍ、約３０ｍｍから約６０ｍｍま
たは約３０ｍｍから約５０ｍｍである。いくつかの場合において、距離は、約８０ｍｍ、
７０ｍｍ、６０ｍｍ、５０ｍｍ、４０ｍｍ、または３０ｍｍ未満である。
【００３１】
　バネ仕掛けのバッグコネクタの実施形態は、図１に描かれている。バッグコネクタ１０
０は、流体注入部１０２から流体排出部１０３へ流体及び／または物が通過するのに適し
た筐体１０１を備える。いくつかの場合において、流体排出部は、たる要素１０３と呼ば
れる。筐体１０１は、流体を含むまたは案内するのに適したプラスチックまたはいかなる
材料で作られてもよい。流体排出部１０３は、筐体の内部から筐体の外部へ開口を通って
、流体及び／または物が通過をできるその構造において開口１０４を有する。図１におい
て、バッグコネクタは、筐体１０１の底部、特に流体排出部１０３の端部に接続するよう
に構成された基礎部１０５を備える。この図において、基礎部１０５は、筐体１０１の流
体排出部の底部において、台座１０７を備えるスナップフィットを形成する複数のカンチ
レバスナップ１０６を備える。
【００３２】
　図１に描かれたバッグコネクタの実施形態において、バッグコネクタは、筐体１０１の
内部の中に配置するように構成されたバネ１０８を備える。この実施形態において、バッ
グコネクタはさらに、筐体１０１の内部に配置するように構成された動く扉１０９を備え
る。
【００３３】
　いくつかの実施形態において、基礎部（例えば１０５）は、バネ（例えば１０８）への
支持を提供し、バネは、基礎部に接続され、またはその上に置かれる。いくつかの実施形
態において、バネ（例えば１０８）は、動く扉（例えば１０９）への支持を提供し、バネ
は、動く扉に接続され、またはその上に置かれる。
【００３４】
　いくつかの実施形態において、バッグコネクタは、バネ（例えば１０８）及び動く扉（
例えば１０９）を備える、バネ仕掛けのバルブを備える。いくつかの実施形態において、
動く扉とバネは、一体化された部品または接合された分離して製造された部品である。い
くつかの実施形態において、動く扉（例えば１０９）は、流体排出部（例えば１０３）を
通って、筐体から流体の排出することを防ぐ筐体（例えば１０１）の中に、自動的に、封
止を提供する。
【００３５】
　さまざまな実施形態において、バッグコネクタの筐体は、例えば筐体の外部に、流体収
集バッグを筐体に接続するための取り付け固定部を備える。図１において、バッグ取り付
け固定部は、フランジ１１０である。いくつかの実施形態において、バッグ取り付け固定
部は、バッグコネクタ筐体の中央部分に、流体注入及び流体排出部の間に配置される。他
の実施形態において、バッグ取り付け固定部は、バッグコネクタ筐体の流体注入部の一部
またはその中に、その上に設置される。他の実施形態において、バッグ取り付け固定部は
、流体排出部の一部またはその中に、その上に設置される。バッグ取り付け固定部、例え
ばフランジは、いくつかの場合、流体収集バッグ（図示せず）に溶接される。他の場合に
おいて、バッグ取り付け固定部は、流体収集バッグ（図示せず）に、取り外し可能に接続
される。典型的な実施形態において、流体収集バッグが、フランジによってまたは他の手
段によって、筐体に添付されたとき、流体排出部は、バッグの内側の中に完全にまたは部
分的に封入されてもよい。それゆえ、バッグコネクタが開いた形態であるとき、流体及び
／または物は、筐体の内部から、流体排出部の開口を通って、流体収集バッグの中に通る
ことができる。
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【００３６】
　いくつかの実施形態において、バッグコネクタの筐体は、係合要素を備える。いくつか
の実施形態において、バッグコネクタは、第１の連結要素であり、また、バッグコネクタ
の係合要素は、第２の連結要素と係合するように構成される。図１に示されるように、係
合要素は、１以上の突起部１１１を備えてもよい。典型的な実施形態において、バッグコ
ネクタの係合要素が、第２の連結要素に連結されたとき、動く扉（例えば１０９）は、バ
ッグコネクタ筐体（例えば１０１）の基礎部（例えば１０５）へ押し下げ、また、バッグ
コネクタは開いた位置になる。いくつかの実施形態において、第２の連結要素は、バッグ
コネクタ筐体の内部の中に差し込まれるために適した直径を有する突出部（いくつかの場
合において、流体排出端部）を備える。この場合において、突出部は、係合（または連結
）している間、筐体の中に差し込まれ、動く扉の押し下げとバネの圧縮をもたらす。いく
つかの実施形態において、第２の連結要素の突出部は、バッグコネクタの流体排出部の開
口と一部においてまたは完全に一致する開口を備える。動く扉が押し下げられたとき、バ
ネを部分的にまたは完全に圧縮し、バッグコネクタは開いた形態になる。開いた形態にお
いて、流体及び／または物は、筐体の内部の中から筐体の外部へ通ることができる。いく
つかの実施形態において、開いた形態の段階を変え、それぞれの開いた形態は、バッグコ
ネクタ筐体から排出する流体の割合を異ならせることができてもよい。さらなる実施形態
において、開いた形態の段階を変え、それぞれの開いた形態は、バッグコネクタ筐体から
出る流体及び／または物の大きさを異ならせることができてもよい。典型的な実施形態に
おいて、バッグコネクタが、例えば、さらにカテーテルに取り付けるように構成された、
バネ仕掛けの連結コネクタといった、第２の連結要素と係合するとき、流体及び／または
物は、第２の連結要素から、バッグコネクタ筐体の内部を通って、バッグコネクタ筐体の
外部へ通ることができる。多くの場合において、筐体は、例えば、フランジによって、収
集バッグへ接続され、第２の連結要素から収集バッグの中に流体及び／または物の通過を
可能にする。第２の連結要素がバッグコネクタから非係合になったとき、突出部はもはや
動く扉を圧縮せず、動く扉は、閉じた形態の中に放出される。多くの形態において、動く
扉（例えば１０９）は、閉じた形態にバッグコネクタ筐体（例えば１０１）の流体注入部
の中に設置され、動く扉（例えば１１２）の完全に外側の端部は、バッグコネクタ筐体の
流体注入部の内部壁と一体の封止を作り出す。この場合において、閉じた形態は空気が漏
れ出さない封止を提供してもよい。他の場合において、閉じた形態は、流体封止を提供す
る。例えば、封止は、Ｏリングの使用によって、維持することができる。
【００３７】
　閉じた形態の図１の組み立てられたバッグコネクタの概略斜視図は図２ａに描かれてい
る。図２ｂは、閉じた形態に図１のバッグコネクタの断面図を描く。これらの典型的な実
施形態において、バネ１０８及び動く扉１０９は、筐体１０１の内部の中に設置される。
これらの実施形態において、基礎部１０５は、流体排出部において筐体の底部端部へ接続
される。基礎部は、これらの図において、筐体１０１の流体排出部の複数の台座１０７に
接続する複数のカンチレバスナップ１０６を備える。図２ａ及び２ｂに描かれた閉じた形
態において、動く扉１０９とバネ１０８は、圧縮されず、また、動く扉は、筐体１０１の
流体注入部１０２において設置される。この閉じた形態において、流体及び／または物を
、筐体の流体注入部の外部表面と筐体の流体排出部の内部表面の間の通過を最小限にする
、あるいは全く通過させないことができる。
【００３８】
　閉じた形態におけるバッグコネクタの実施形態の側面図は図３ａに示される。この図に
おいて、バッグコネクタは、閉じた状態であり、またバネ３０８は、緩和される。図３ｂ
は、図３ａに示されたバッグコネクタの実施形態の上面図を描き、バッグコネクタは閉じ
た状態であり、また、動く扉３０９はバッグコネクタ筐体の流体注入部３０２において設
置され、また、動く扉３０９は、封止を作り出すためにバグコネクタ筐体の内部の中に並
べられる。いくつかの実施形態において、封止は、筐体の外部と筐体の内部の間の空気の
通過を許さない。他のまたはさらなる実施形態において、封止は、筐体の外部と筐体の内
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部の間の流体及び／または物の通過を許さない。他のまたはさらなる実施形態において、
封止は、筐体の外部及び筐体の内部の間で、流体及び／または物の最小限の量の通過を許
す。図３ｃは、閉じた形態において図３ａに示されたバッグコネクタの実施形態の底面図
を描く。図３ｄは、図３ａのバッグコレクタの実施形態の上面図を描き、バッグコレクタ
は、手動で、指によって開いた状態に押される。図３ｄにおいて、力は、筐体３０１の中
の流体注入部３０２の頂部から流体排出部の底部へ動く扉とバネ３０８を押し下げるため
に動く扉３０９に与えられる。
【００３９】
　図３ａから３ｄのバッグコネクタは、流体注入部３０２と流体排出部３０３を有する筐
体３０１を備える。筐体３０１は、さらにバッグコネクタを流体収集バッグに取り付ける
ために役立つフランジ３１０を備える。この実施形態において、流体注入部３０２の壁は
、固形化され、流体注入部の内部と流体注入部の外部の間の流体及び／または物の通過を
妨げる。この実施形態において流体排出部の壁は１以上の開口３０４を備え、流体排出部
の内部と流体排出部の外部の間の流体及び／または物の通過を可能とする。図３ｂと図３
ｄにおいて、係合要素が示され、係合要素は、バッグコネクタを第２の連結要素に連結す
るための２つの突起部３１１を備える。例えば、係合要素は、図４ａに具体化されるよう
に、第２の連結要素と係合するように構成される。図３ｃにおいて、台座３０７は示され
、台座は、筐体３０１の底部に設置され、およびカンチレバスナップに接続するように構
成される。いくつかの実施形態において、カンチレバスナップは、筐体との接続において
、筐体の底部を封入するために適した基礎部の一部である。
【００４０】
　バッグコネクタの実施形態の大きさは、図５に示される。バッグコネクタ５００は、流
体注入部５０２と流体排出部５０３を備える筐体５０１を備える。流体注入部の開口端部
において、凹部５１５がある。筐体５０１は、さらに、フランジ５１０を備える。バッグ
コネクタ５００は、基礎部５０５に複数のスナップ５０６によって、流体排出部の底部端
部５１４において接続される基礎部５０５を備える。それぞれのスナップは、流体排出部
の頂上部５１３の台座に置かれるように構成され、基礎部５０５と筐体５０１の間にスナ
ップフィット接続を作り出す。流体排出部は、複数の開口５０４を備える。バッグコネク
タ筐体５０１はさらに突起部５１１を備える。
【００４１】
＜バッグコネクタシステム＞
　本明細書では、いくつかの実施形態において、糞便のまたは尿の廃棄物を取り扱うため
の医療用装置システムが開示される。いくつかの実施形態において、本明細書で開示され
る医療用装置システムは、バッグコネクタシステムである。１つの態様において、バッグ
コネクタシステムは、ａ）流体注入部と流体排出部を有する筐体を備える第１の連結要素
であって、流体排出部は、筐体から流体を排出することができる１以上の開口を備える構
造を有し、第１の連結要素は、さらに、流体流れが筐体から排出することを防ぐためのバ
ネ仕掛けのバルブを備え、バネ仕掛けのバルブの１以上の部品は、筐体の中に設置される
、第１の連結要素と、ｂ）流体注入端部と流体排出端部を有する第２の筐体を備える、第
２の連結要素であって、流体排出端部は、連結状態を作り出すために第１の連結要素の筐
体の中に差し込まれたとき、バネ仕掛けのバルブを動かすように構成される、第２の連結
要素と、を備える。典型的な実施形態において、連結要素が連結状態にあるとき、バッグ
コネクタシステムは、開いた形態であり、流体及び／または物は、第１の連結要素の筐体
から出ることができる。さらなる実施形態において、連結要素が連結状態になく、または
接続されていないとき、バッグコネクタシステムは、閉じた状態にあり、また、流体及び
／または物は、第１の連結要素の筐体から出ることができない。さまざまな実施形態にお
いて、第１の連結要素は収集容器と接続され、またはそれを備えている。この実施形態に
おいて、第１の連結要素の流体排出部は、収集容器の中に入っている。それゆえ、この場
合において、連結要素が開いた形態であるとき、流体及び／または物は、第１の連結要素
の筐体の中から流体収集容器の内部へ出ることができる。加えて、連結要素が閉じた形態



(16) JP 6921003 B2 2021.8.18

10

20

30

40

50

であるとき、流体及び／または物は、第１の連結要素の筐体の中から出ることができず、
外側の環境（例えば、収集バッグの外側）へ流体及び／または物の汚染を最小限にする。
いくつかの実施形態において、第２の連結要素は、第２のバネ仕掛けのバルブを備えるバ
ネ仕掛けの連結コネクタであり、連結要素が連結状態であるとき、バネ仕掛けの連結コネ
クタは、開いた形態であり、また、流体は、第２の連結要素の筐体から、第１の連結要素
の筐体へ出ることができる。さらなる実施形態において、連結要素が連結状態でないとき
、第２の連結要素、例えばバネ仕掛けの連結コネクタは、閉じた形態であり、また、流体
は、第２の筐体から出ることができない。いくつかの実施形態において、バネ仕掛けの連
結コネクタの第２のバネ仕掛けのバルブは、第１の連結要素と連結している間、圧縮され
、第１の連結要素の流体注入部は、バネ仕掛けの連結コネクタの第２のバネ仕掛けのバル
ブを押し、バネ仕掛けの連結コネクタにおいて、開いた形態を作り出す。
【００４２】
　典型的な実施形態において、第１の連結要素は、上記に記載されているように、バネ仕
掛けのバッグコネクタである。別の実施形態において、第１の連結要素は、上記に記載さ
れているように、自閉収集バッグである。典型的な実施形態において、第２の連結要素は
、カテーテル及び／またはカテーテルアダプタを備える。例えば、カテーテルアダプタは
、カテーテルまたはカテーテルの一部と、直接または間接に、取り付けるように構成され
たいかなる装置を含んでもよい。べつの実施形態において、第２の連結要素は、チューブ
またはチューブアダプタである。例えば、チューブアダプタは、これに限定されるもので
はないが、カテーテルを含む、チューブを取り付けるように構成されたいかなる装置を含
んでもよい。別のまたはさらなる実施形態において、第２の連結要素は可逆的にまたは不
可逆的に、チューブと接続され、またはそれを備える。チューブは、すべての医療用グレ
ードのチューブを含み、特に、人間の廃棄物の収集のために使われるチューブを含む。い
くつかの実施形態において、第２の連結要素は、バネ仕掛けの連結コネクタである。いく
つかの実施形態において、バネ仕掛けの連結コネクタは、さらに、カテーテル及び／また
は医療用グレードのチューブへ接続されるように構成される。いくつかの実施形態におい
て、第２の連結要素の流体注入端部は、チューブ及び／またはカテーテルの第１の端部へ
、直接または間接に、接続され、チューブ及び／またはカテーテルの第２の端部は、廃棄
物の収集のための対象者へ、直接または間接に、接続される。
【００４３】
　第１の連結要素は、さまざまな実施形態において、流体収集バッグへ取り付けるための
固定部を備える。いくつかの場合において、第２の連結要素は、流体収集バッグへ取り付
ける固定部を備える。典型的な取り付け固定部は、フランジを含む。いくつかの実施形態
において、第１の連結要素の筐体は、フランジを含み、フランジは、流体収集バッグに、
直接または間接に、取り付けられる。いくつかの実施形態において、流体収集バッグはフ
ランジに溶接される。別の実施形態において、流体収集バッグは、フランジに、取り外し
可能に取り付けられる。フランジの幅は、約２ｍｍから約３０ｍｍ、約２ｍｍから約２５
ｍｍ、約２ｍｍから約２０ｍｍ、約２ｍｍから約１５ｍｍ、約２ｍｍから約１０ｍｍ、約
５ｍｍから約３０ｍｍ、約５ｍｍから約２５ｍｍ、約５ｍｍから約２０ｍｍ、約５ｍｍか
ら約１５ｍｍ、約５ｍｍから約１０ｍｍ、約７ｍｍから約２０ｍｍ、約７ｍｍから約１５
ｍｍ、約８ｍｍから約１５ｍｍ、約８ｍｍから約１２ｍｍにわたってもよい。いくつかの
場合において、フランジの幅は、約５ｍｍ、約６ｍｍ、約７ｍｍ、約８ｍｍ、約９ｍｍ、
約１０ｍｍ、約１１ｍｍ、約１２ｍｍ、約１３ｍｍ、約１４ｍｍ、約１５ｍｍである。
【００４４】
　第１の連結要素は、さまざまな実施形態において、流体収集容器または収集バッグに接
続され、またはそれを備える。他の実施形態において、第２の連結要素は、流体収集容器
と接続され、またはそれを備える。収集容器は、例えば流体及び微粒子物を含む流体とい
った、医療廃棄物の収集及び／または貯蔵に適するいかなる容器を含む。収集容器の例は
、これに限定されるものではないが、尿収集バッグ及び糞便物収集バッグを含む。典型的
な実施形態において、収集容器は、対象者から外へ廃棄物を集めるように構成される。収
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集容器は、プラスチックを備える材料から作られてもよい。適当なプラスチック材料の限
定されない例は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ＥＶＡ、ＡＢＳ、ナイロン、ＰＥＴ、
ＰＶｄＣ（ポリ塩化ビニリデン）、ＰＶＣなどを含む。
【００４５】
　いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのバルブは、自閉封止として機能する。典型
的な実施形態において、第１の連結要素と第２の連結要素の非連結は、連結要素の最外部
の表面の汚染を最小限にする。いくつかの実施形態において、第１の連結要素の流体排出
部の外側の表面の一部または全ては、流体収集容器の中に封入される。いくつかの実施形
態において、システムの外部、または外側の環境は、第１の連結要素の流体注入部を備え
る。いくつかの実施形態において、システムの外部は、第２の連結要素の流体注入端部を
備える。いくつかの実施形態において、第１の連結要素は、自閉収集バッグである。いく
つかの実施形態において、第１の連結要素は、収集容器を備え、またはそれと接続される
。いくつかの実施形態において、システムの外部（外側表面、または外側の環境も）は、
収集容器の外部表面を備え、収集容器は、これに限定されるものではないが、流体排出部
または流体排出部の領域を含む、第１の連結要素の１以上の部分を含んでもよい。いくつ
かの場合において、収集容器は、例えば、流体排出端部または流体排出端部の領域を含む
、第２の連結要素の１以上の部分を含む。
【００４６】
　いくつかの実施形態において、第１の連結要素と第２の連結要素が非連結になるときの
、連結要素の外側表面における最小限の流体汚染は、連結要素の外側表面で検出できない
流体汚染程度に小さい。いくつかの実施形態において、第１の連結要素と第２の連結要素
が非連結になるときの、連結要素の外側表面の最小限の流体汚染は、連結要素の外側表面
の無視できるほど小さいか、限定されている流体汚染である。いくつかの実施形態におい
て、第１の連結要素と第２の連結要素が非連結になるときの、連結要素の外側表面におけ
る最小限の流体汚染は、連結要素の外側表面において、検出できない流体汚染、無視でき
るまたは限定的な流体汚染程度に小さい。
【００４７】
　いくつかの実施形態において、バッグコネクタシステムは、スプリットバルブ構造を有
さない。
【００４８】
　いくつかの実施形態において、第２の連結要素の筐体は、プラスチック、流体を含む及
び案内するその他のいかなる材料、またはそのような適当な材料の組み合わせで作られる
。例えば、第２の連結要素の筐体はプラスチックからなる。適当なプラスチック材料の限
定されない例は、ポリエチレン、ポリプロピレン、ＥＶＡ、ＡＢＳ、ナイロン、ＰＥＴ、
ＰＶＣなどを含む。いくつかの実施形態において、第２の連結要素の流体注入端部は、流
体注入部の中の流体及び／または物が外側の環境に曝されないように、固形化された構造
物の壁を有する。いくつかの実施形態において、第２の連結要素の流体排出端部は、その
構造において、１以上の開口を有する。いくつかの実施形態において、第２の連結要素の
流体排出端部は、第１の要素の流体排出部の開口に対応する開口を有する。別の実施形態
において、第２の連結要素の流体排出端部は、固形化された構造物の壁を有する。典型的
な実施形態において、第２の連結要素の試作品の流体排出端部の直径は、約１０ｍｍから
約４０ｍｍ、約２０ｍｍから約３０ｍｍ、好ましくは約２５ｍｍから約３０ｍｍ、または
約２７．４ｍｍである。１つの例において、第２の連結要素の流体排出端部の直径は、バ
ッグコネクタ要素の入り口よりもわずかに小さい（例えば、約１０％、５％、４％、３％
、２％、１％または０．５％小さい未満である）。例として、バッグコネクタの入り口は
、約２７．７ｍｍであり、第２の連結要素の流体排出端部の直径は、約２７．４ｍｍであ
る。
【００４９】
　いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのバルブは、動く扉とバネ要素を備える。い
くつかの実施形態において、動く扉とバネ要素は、単一の物体を形成するために接合され
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る。他の実施形態において、動く扉とバネ要素は、お互いに直接接触する分離した物体で
ある。いくつかの実施形態において、動く扉は、これに限定されるものではないが、ポリ
エチレン、ポリプロピレン、ＥＶＡ、ＡＢＳ、ナイロン、ＰＥＴ、ＰＶｄＣ（ポリ塩化ビ
ニリデン）、ＰＶＣなど、または、シリコーン、ゴムまたは他の弾性体のような他の適当
な材料を含む、プラスチックで作られる。いくつかの実施形態において、バネ要素は、金
属またはプラスチックで作られる。いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのバルブは
、一体化された部品であり、または接合された、分離して製造された部品を備えてもよい
。いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのバルブは、バネ台座を備える。いくつかの
実施形態において、バネ台座は、流体排出部において、バッグコネクタ筐体の底部に、取
り外せないようにまたは可逆的に、取り付けられるように構成された基礎部である。いく
つかの実施形態において、バネ台座は、基礎部であり、基礎部は、筐体の部品である。さ
らなる実施形態において、バネ仕掛けのバルブは、ポペットバルブである。
【００５０】
　いくつかの実施形態において、第１の連結要素と第２の連結要素のそれぞれは、さらに
、第１の連結要素と第２の連結要素の連結状態を維持するために係合要素を備える。いく
つかの実施形態において、第１の連結要素と第２の連結要素は、ロック機構によって、連
結状態を維持する。いくつかの実施形態において、ロック機構は、ツイストロックイン（
バヨネットラッチ）機構、単一のカンチレバスナップフィット機構、複数のカンチレバス
ナップフィット機構、環状のスナップフィット機構、または締まりばめ機構から選択され
る。いくつかの実施形態において、ロック機構は、ツイストロックイン機構である。いく
つかの実施形態において、ロック機構は、単一のカンチレバスナップフィット機構である
。いくつかの実施形態において、ロック機構は、第２の連結要素のスライディングカバー
と一体のスナップフィットを形成する第１の連結要素の流体注入部において、複数のカン
チレバスナップを備える。いくつかの実施形態において、第１の連結要素と第２の連結要
素は、さらにロック機構の補充要素を備える。さらなる実施形態において、ロック機構の
要素は、第１の連結要素の流体注入部の一部と第２の連結要素の流体排出端部の一部であ
る。いくつかの実施形態において、第１の連結要素はさらに少なくともＯリングを備える
。いくつかの実施形態において、第２の連結要素は、筐体の外側表面に配置された少なく
とも１つのＯリングを備える。いくつかの実施形態において、Ｏリングは、シリコーン、
ゴム、フッ素重合体、または他の弾性体で作られる。
【００５１】
　いくつかの実施形態において、第２の連結要素は、さらに、流体排出端部の上に配置さ
れるスライディングカバーを備える。いくつかの実施形態において、スライディングカバ
ーは、プラスチックまたは他の適当な材料、またはそのような材料の組み合わせで作られ
る。いくつかの実施形態において、スライディングカバーは、自ら閉じ、及びバネ要素へ
接続される。
【００５２】
　いくつかの実施形態において、第２の連結要素は、さらに逆止弁を備える。いくつかの
実施形態において逆止弁は、ボールチェックバルブ、ダイヤフラムチェックバルブ、スイ
ングチェックバルブ、ストップチェックバルブ、リフトチェックバルブ、インラインチェ
ックバルブまたはダックビルバルブである。いくつかの実施形態において、逆止弁は、ボ
ールチェックバルブである。いくつかの実施形態において、逆止弁は、ダイヤフラムチェ
ックバルブである。いくつかの実施形態において、逆止弁は、スイングチェックバルブで
ある。いくつかの実施形態において、逆止弁は、ストップチェックバルブである。いくつ
かの実施形態において、逆止弁は、リフトチェックバルブである。いくつかの実施形態に
おいて、逆止弁は、インラインチェックバルブである。いくつかの実施形態において、逆
止弁は、リーフバルブである。いくつかの実施形態において、逆止弁は、ダックビルバル
ブである。
【００５３】
＜第２の連結要素＞
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　本明細書では、いくつかの実施形態において、バッグコネクタシステムで使用するため
のバッグコネクタ、例えば、本明細書で開示されたバッグコネクタのいずれか、と接続す
るように構成された第２の連結要素が開示される。いくつかの実施形態において、第２の
連結要素は、流体注入端部と流体排出端部を有する第２の筐体を備え、流体排出端部は、
第２筐体から流体の排出を可能にするための１以上の開口を備える構造を有する。いくつ
かの実施において、流体排出端部は、突出部として機能し、突出部は、バッグコネクタ筐
体の内部の中に差し込むのに適した直径を有する。いくつかの実施形態において、バッグ
コネクタの端部は、第２の連結要素の内部の中に差し込むように構成されている。
【００５４】
　本明細書では、いくつかの実施形態において、バネ仕掛けの（本明細書で、「バネ仕掛
けの連結コネクタ」）である第２の連結要素が開示される。いくつかの実施形態において
、バネ仕掛けの連結コネクタは、ａ）流体注入端部と流体排出端部を有する第２の筐体で
あって、流体排出端部は、第２の筐体から流体を排出することを可能にする１以上の開口
を備える構造を有する、第２の筐体と、ｂ）第２の筐体から流体の排出を調整するための
第２のバネ仕掛けのバルブであって、第２のバネ仕掛けのバルブの押し下げは、流体が第
２の筐体の開口を通って排出することができる開いた形態をもたらし、第２のバネ仕掛け
のバルブの圧縮は、流体が第２の筐体から排出することを制限する閉じた形態をもたらす
、第２のバネ仕掛けのバルブと、を備える。
【００５５】
　いくつかの実施形態において、第２の連結要素は、第２のバネ要素と第２の動く扉を備
える。別の実施形態において、バネ仕掛けのバルブは、さらに第２のバネ台座または第２
の基礎部を備える。第２の動く扉は、プラスチック、シリコーン、フッ素重合体、ゴム、
弾性体またはそれらのあらゆる組み合わせを含む、材料で作られる。第２のバネ要素は、
金属またはプラスチックを含む材料で作られてもよい。金属バネは、これに限定されるも
のではないが、真ちゅう、鋼、ステンレス鋼、亜鉛メッキ鋼材、ベリリウム銅、青銅を含
む、磁気共鳴画像適合金属を含む。典型的な第２のバネ要素は、らせん圧縮バネのような
、圧縮バネである。第２のバネ要素の例は、これに限定されるものではないが、まっすぐ
な金属コイル、凹状の（砂時計）、円すい形のおよび凸状の（たる）バネを含む。いくつ
かの実施形態において、バネ要素のばね定数は、約０．００９Ｎ／ｍｍ（０．０５ｌｂｓ
／ｉｎ）から約２．６３Ｎ／ｍｍ（１５ｌｂｓ／ｉｎ）、または好ましくは約０．０１８
Ｎ／ｍｍ（０．１ｌｂｓ／ｉｎ）から約１．４Ｎ／ｍｍ（８ｌｂｓ／ｉｎ）である。好ま
しい実施形態において、圧縮バネが、第１の連結要素とバネ仕掛けの連結コネクタの両方
に使われる場合において、第１の連結要素のばね定数は、バネ仕掛けの連結コネクタのば
ね定数と異なる。いくつかの実施形態において、バネのワイヤの直径は、約０．２５４ｍ
ｍ（０．０１ｉｎ）から約１．２７ｍｍ（０．０５ｉｎ）である。１つの例において、圧
縮バネの最大負荷は、８Ｎ未満、または好ましくは、５Ｎ未満である。
【００５６】
　第２の連結要素の第２の筐体は、流体及び／または物を含むために適した、いかなる材
料で構成されてもよい。例えば、第２の筐体は、プラスチックからなり、限定されるもの
ではないが、ポリエチレン、ポリプロピレン、ＡＢＳ、ナイロン、ＰＥＴなどを含む、プ
ラスチックからなる。いくつかの実施形態において、第２の筐体の流体注入端部は、流体
注入端部の内部の中の流体及び／または物が、外部の環境に曝されないように、固形化さ
れた構造物の壁を有する。いくつかの実施形態において、第２の筐体の流体排出端部は、
その構造において、複数の開口を有する。いくつかの実施形態において、第２の筐体の流
体排出端部は、少なくとも１個、少なくとも２個、少なくとも３個、少なくとも４個、少
なくとも５個、少なくとも１０個、少なくとも１５個または少なくとも２０個の開口を備
える。いくつかの実施形態において、第２の筐体の流体排出端部は、１、２、３、４、５
、６、７、８、９または１０の開口を備える。開口は、流体排出端部から流体及び／また
は物の排出が可能であるのに適したどのような大きさであってもよい。開口の大きさは、
集められるべき流体及び／または物の成分によって、小さくても大きくてもよいことが、
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理解されるべきである。例えば、流体排出端部の開口は、直腸のカテーテルで使用するの
に適した第２の連結要素の開口より、尿のカテーテルで使用するのに適した第２の連結要
素におけるものの方が小さい。
【００５７】
　第２の連結要素は、さまざまな実施形態において、第２の連結要素をバッグコネクタに
連結するのに便利な係合要素を備える。いくつかの実施形態において、第２の連結要素の
係合要素は、係合のためのバッグコネクタから、ツイストロックイン機構におけるバッグ
コネクタへ、またはその反対の、１以上の突起部を受けるためのスロットを有する、回転
可能なロック部材である。別の実施形態において、バッグコネクタは、スナップフィット
機構によって、第２の連結要素と連結状態で係合し、連結要素の１つは、少なくとも１つ
のカンチレバスナップを備え、また、他の連結要素は、１以上のカンチレバスナップと係
合するのに適した、頂上部を備える。
【００５８】
　いくつかの実施形態において、第２の連結要素は、流体注入端部と流体排出端部、スラ
イディングカバー、封止扉、及び少なくとも１つのＯリングを有する第２の筐体を備える
。
【００５９】
　いくつかの実施形態において、第２の筐体は、流体を受ける、カテーテルまたは他の医
療グレードのチューブと接続するためのチューブ取り付け部品を備える。
【００６０】
　いくつかの実施形態において、第２の連結要素は、つり下げるための、ビーズストラッ
プに接続するための部品を有する。
【００６１】
　いくつかの実施形態において、第２の連結要素は、約４０ｍｍから約１００ｍｍ、約４
０ｍｍから約９０ｍｍ、約５０ｍｍから約１００ｍｍ、約５０ｍｍから約９０ｍｍ、約６
０ｍｍから約９０ｍｍ、約７０ｍｍから約９０ｍｍの組み立てられた長さを有する。１つ
の例において、第２の連結要素の長さは、約７０ｍｍ、約７１ｍｍ、約７２ｍｍ、約７３
ｍｍ、約７４ｍｍ、約７５ｍｍ、約７６ｍｍ、約７７ｍｍ、約７８ｍｍ、約７９ｍｍ、約
８０ｍｍ、約８１ｍｍ、約８２ｍｍ、約８３ｍｍ、約８４ｍｍ、約８５ｍｍ、約８６ｍｍ
、約８７ｍｍ、約８８ｍｍ、約８９ｍｍまたは約９０ｍｍである。１つの試作品において
、第２の連結要素は、約８１．６ｍｍの長さを有する。
【００６２】
＜バッグコネクタシステムを備える医療用器具＞
　本明細書では、いくつかの実施形態において、糞便または尿の廃棄物の管理のための医
療用器具が開示される。いくつかの実施形態において、医療用器具は、カテーテル、流体
収集容器、及びカテーテルを流体収集容器に接続するバッグコネクタシステムを備える。
いくつかの実施形態において、バッグコネクタシステムは、流体貯蔵容器を備える。いく
つかの実施形態において、バッグコネクタシステムは、流体貯蔵容器を備えるか、それに
取り付ける、第１の連結要素を備える。いくつかの実施形態において、バッグコネクタシ
ステムは、カテーテルを備える。いくつかの実施形態において、バッグコネクタシステム
は、カテーテルを備え、またはそれに取り付ける、第２の連結要素を備える。さらなる実
施形態において、バッグコネクタシステムへの連結は、医療グレードのチューブの使用に
よるものである。他の実施形態において、バッグコネクタシステムは、直接に流体貯蔵容
器及び／またはカテーテルに接続される。いくつかの実施形態において、医療グレードの
チューブは、カテーテルからのドレーンチューブである。いくつかの実施形態において、
カテーテルは、直腸のカテーテルである。他の実施形態において、カテーテルは、尿のカ
テーテルである。
【００６３】
　いくつかの実施形態において、バッグコネクタシステムは、流体注入部と流体排出部を
有する筐体を備える第１の連結要素を備え、第１の連結要素はさらに、流体が流体排出部
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から排出することを防ぐバネ仕掛けのバルブを備え、また、第２の連結要素は、流体注入
端部と流体排出端部を有する第２の筐体を備え、流体排出端部は、第１の連結要素が筐体
に差し込まれたとき、第１の連結要素のバネ仕掛けのバルブを動かすように構成されてい
る。いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのバルブは、第１の連結要素の筐体の中に
、完全にまたは部分的に配置される。他のまたはさらなる実施形態において、バネ仕掛け
のバルブは、第１の連結要素の筐体の外側に完全にまたは部分的に配置される。
【００６４】
　本明細書では、いくつかの実施形態において、流体収集または貯蔵容器及びバッグコネ
クタシステムを備える、医療用器具であって、バッグコネクタシステムは、流体注入部と
流体排出部を有する筐体を備える、第１の連結要素を備え、第１の連結要素はさらに、流
体流れが、筐体の流体排出部から排出することを防ぐためのバネ仕掛けのバルブを備え、
また、第２の連結要素は、流体注入端部と流体排出端部を有する第２の筐体を備え、流体
排出端部は、第１の連結要素が筐体に差し込まれたとき、第１の連結のバネ仕掛けのバル
ブを動かすように構成され、第１の連結要素の流体排出部は、流体収集容器に接続され、
第１の連結要素と第２の連結要素の非連結は、システムの外側表面に流体汚染を最小限に
する、医療用器具が開示される。いくつかの実施形態において、バネ仕掛けのバルブは、
第１の連結要素の筐体の中に、完全にまたは部分的に配置される。他のまたは追加の実施
形態において、バネ仕掛けのバルブは、第１の連結要素の筐体の外側に完全にまたは部分
的に配置される。
【００６５】
　いくつかの実施形態において、第１の連結要素と第２の連結要素のそれぞれは、さらに
、第１の連結要素と第２の連結要素の連結状態を維持するための係合要素を備える。さら
なる実施形態において、第１の連結要素と第２の連結要素は、締まりばめ機構、ツイスト
ロックイン（バヨネットラッチ）機構、環状のスナップフィット機構、単一のカンチレバ
スナップフィット機構、第２の連結要素のスライディングカバーを備えるスナップフィッ
トを形成する第１の連結要素において、複数のカンチレバスナップを備える複数のカンチ
レバスナップフィット機構によって、連結状態が維持される。
【００６６】
　いくつかの実施形態において、医療グレードのチューブは、シリコーン、ＰＶＣ、ゴム
、ポリウレタン、熱可塑性エラストマ、または他の適した材料で作られる。さまざまな実
施形態において、医療グレードのチューブは、内側の直径が、０．３０、０．４０、０．
５０、０．６０、０．７０、０．８０、０．９０、１、２、３、４、５、６、７、８、９
、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、
２３、２４、２５ミリメートルであり、または、さらにそれ以上の増加を含むことができ
る。
【００６７】
　バッグコネクタシステムの実施形態は、図４ａに描かれている。この実施形態において
、バッグコネクタシステムは、連結状態の第１の連結要素４００と第２の連結要素４５０
を備える。２つの要素の連結は、第１の連結要素の開いた形態と第２の連結要素の開いた
形態をもたらす。この実施形態において、第１の連結要素は、バネ仕掛けのバッグコネク
タであり、バネ仕掛けのバッグコネクタは、バネ仕掛けのバルブを備える。図４ａに示さ
れるように、バネ仕掛けのバルブの動く扉４０９は、第２の連結要素４５０の流体排出端
部４５１によって、第１の連結要素筐体４０１の底部の端部へ動かされ、第１の連結要素
４０８のバネを圧縮する。この実施形態において、第２の連結要素４５０の流体排出端部
４５１は、バネ仕掛けのバルブの動く扉４０９を押し、非連結状態の間、バネ仕掛けのバ
ルブ機構によって作り出され、維持された封止を排除する。この開いた形態において、第
２の連結要素４５２の筐体の中の、流体及び／または物が、第１の連結要素４０１の筐体
の内部へ通ることができ、流体及び／または物は、それから流体貯蔵容器（図示せず）に
集められるために、第１の連結要素の筐体の流体排出部４０３の開口４０４を通って出る
ことができる。この例において、流体貯蔵容器は、フランジ４１０によって第１の連結要
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素へ接続されてもよい。第２の連結要素４５０は、さらに連結要素の間の封止を作り出し
、維持するために、連結している間、第１の連結要素の筐体４０１の内部と相互作用する
１以上のＯリング４５３を備える。Ｏリングは、封止を作り出し、維持するために、第１
の連結要素の筐体の内部表面に相互作用するための第２の連結要素の筐体の外側表面の周
りに配置されてもよい。Ｏリングは、シリコーン、ゴム、フッ素重合体または別の弾性体
で作られてもよい。形状の観点から、Ｏリングは、輪または先細りの輪であってもよい。
【００６８】
　第１の連結要素４００と第２の連結要素４５０の両方は、さらに、第１の連結要素と第
２の連結要素の連結状態を係合し、及び／または維持する、係合またはロック機構の補充
成分を備える。そのようなロック機構は、ツイストロックイン機構、バヨネットラッチ、
または第１の連結要素と第２の連結要素の間の連結状態を維持する他のロック機構を含む
。例えば、いくつかの実施形態において、第２の連結要素４５０の流体注入端部の外部端
は、第１の連結要素の流体注入部４０２の外側表面に設置された突起部４１１ａを受ける
、少なくとも１つのスロット４５４ａを有する回転可能なロック部材を備える。ツイスト
ロックイン機構が、第１の位置にあるとき、突起部４１１ａと４１１ｂ（図示せず）は、
補充のスロット４５４ａと４５４ｂを通り、第１の連結要素４００及び第２の連結要素４
５０を連結または非連結にすることができる。ツイストロックイン機構が、第２の位置に
あるとき、突起部４１１ａと４１１ｂ（図示せず）は、補充のスロット４５４ａと４５４
ｂを通ることができず、第１の連結要素４００と第２の連結要素４５０の連結状態を維持
する。ツイストロックイン機構は、流体流れの通路の軸に沿って、反対の方向に、連結さ
れた連結要素を回転することによって、第１及び第２の位置の間をトグルで切り替えられ
る。ツイストロックイン機構で使用のための突起部は、第１の連結要素か第２の連結要素
に存在することができる。
【００６９】
　図４ｂは、図４ａのバッグコネクタシステムで示されるように、第２の連結要素４５０
の実施形態の分解組み立て図を提供する。この実施形態において、第２の連結要素は、流
体注入端部４６０と流体排出端部４５１を有する第２の筐体４５２を備えるバネ仕掛けの
連結コネクタである。第２の筐体４５２の外部は、第１の連結要素の係合突起部（例えば
、図４ａに示されている突起部４１１ａ）のためのスロット４５４ａ及び４５４ｂを有す
る回転可能なロック部材４５４を備える。流体注入端部は、流体収集、カテーテルコネク
タ４５９のためのカテーテルまたはチューブへ第２の連結要素を接続するための取り付け
部品を備える。流体排出端部４５１は、第２の筐体の内部から第２の筐体の外部へバッグ
コネクタの筐体を通る、流体を通過できる複数の流体排出端部の開口４５８を備える。第
２の連結要素４５０は、さらに第２の動く扉または封止扉４５５及び第２のバネ４５７を
有するバネ仕掛けのバルブを備える。第２の連結要素４５０はさらに、スライディングカ
バー４５６を備える。第２の連結要素４５０は、さらに１以上のＯリング４６１を備える
。第２の連結要素４５０はさらに、バッグコネクタシステムの付属要素を保持するための
フック４６２を備える。図４ｃは、図４ｂの第２の連結要素の上面図を提供し、封止扉４
５５の図を有する。図４ｄは、図４ａ及び４ｂの第２の連結要素の断面図を提供する。流
体排出部４５１の外側は、スライディングカバー４５６で少なくとも部分的に覆われてい
る。第２のバネ４５７は、流体注入端部４６０の内部を囲う。
【００７０】
　別の実施形態において、第２の連結要素は、カテーテルからバッグ連結へ流れを容易に
するための接続の角度を包含してもよく、バッグ連結は、おおよそベッドの端部における
バッグの下の位置である。図４ｅと４ｆは、例えば、第２の筐体４７８と流体排出部４７
６を通して、カテーテルコネクタ４８０からバッグ連結ユニットへ、流体注入における曲
部または屈曲部４７２を包含する第２の連結要素４７０の側面及び上面図を描く。流体注
入における曲部または屈曲部は、筐体４７８に対して、１４０°未満、１３０°未満、１
２０°未満、１１０°未満、１００°未満、９０°未満、８０°未満、７０°未満、６０
°未満、５０°未満、４５°未満、４０°未満、３５°未満、３０°未満または２５°未
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満の曲がりを備えてもよい。他の実施形態において、流体注入における曲部または屈曲部
は、筐体４７８に対して、約１０°から約１４０°、約２０°から約１２０°、約３０°
から約１２０°、約４０°から約１２０°、約５０°から約１２０°の曲がりを備える。
他の場合において、流体注入における曲部または屈曲部は、筐体４７８に対して、約１４
０°、約１３５°、約１３０°、約１３５°、約１３０°、約１２５°、約１２０°、約
１１５°、約１１０°、約１０５°、約１００°、約９５°、約９０°、約８５°、約８
０°、約７５°、約７０°、約６５°、約６０°、約５５°、約５０°または約４５°の
曲がりを備える。第２の連結要素４７０は、さらにバッグコネクタシステムの付属要素を
保持するためのフック４７５を備える。
【実施例１】
【００７１】
＜バネ仕掛けのバッグコネクタ＞
　図１に示される部品を有する、バネ仕掛けのバッグコネクタが、製造された。バッグコ
ネクタの流体注入部１０２の入り口の内側直径は、約２７．７ｍｍである。筐体１０１の
流体排出部１０３の内側直径は、約２９．８ｍｍである。動く扉１０９は、外側直径が２
９．５ｍｍで縁の高さは約６．７ｍｍである。突起部１１１は、それぞれ約７．７ｍｍの
長さと３．１ｍｍの直径であり、バッグコネクタを第２の連結要素へ接続するのに十分な
強度を提供するのに足りる。台座要素（または基礎部）１０５は、外側直径が約３４ｍｍ
で、開口が約２０．１ｍｍであり、台座要素１０５は、金属バネ１０８を支持する。台座
要素１０５は、それが筐体要素へ接続されることができる４個のスナップフィット構造１
０６を有する。筐体１０１、動く扉１０９、及び台座１０５は、射出成形工程で作られる
。Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌによって作られた、密度０．９６５ｇｍ／ｃｃ３の高密度ポ
リエチレン（ＨＤＰＥ）である、Ｄｏｗ８００７が材料として使われた。
【実施例２】
【００７２】
＜自閉収集バッグ及び直腸カテーテルとの使用＞
　自閉収集バッグは、図６に示されるように、実施例１からバネ仕掛けのバッグコネクタ
と収集バッグを備える。ＥＶＡ／ＥＶＡ／ＰＶｄＣ／ＥＶＡ／ＥＶＡから作られるバリア
フィルムの板は、収集バッグにするために加熱溶接された。任意に、脱臭フィルタは、収
集バッグに組み込まれる。突出したバッグコネクタを受けるために、収集バッグの前面パ
ネルは、熱成形またはブロー成形され、バッグコネクタの一部がバッグの内側の中に置か
れてから、３次元形状を形成してもよい。そのような、収集バッグの３次元形状は、収集
バッグの設置面積（すなわち長さと幅）を全く変化させずに、バッグの容量を増加するこ
とができる。収集バッグは、任意に折りたたみ部またはひだ部を備えてもよく、バッグの
体積と容量をさらに増加できる。収集バッグは、また構造において、固定されまたは準固
定されてもよい。収集バッグは、また、追加の支持構造を備えてもよく、これに限定され
るものではないが、満たされたときに収集バッグを維持するための支持ストラップまたは
固定部を含む。フロントパネルは、収集バッグの前面パネルが、バッグコネクタフランジ
に溶接されることができるように、切断面を有する。
【００７３】
　自閉収集バッグは、図６に示されるように、第２の連結要素に連結される。第２の連結
要素は、Ｆｌｅｘｉ－Ｓｅａｌ　Ｆｅｃａｌ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍまた
はＳｉｇｎａｌ　Ｆｅｃａｌ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍのカテーテルのよう
な、直腸カテーテルに接続される。カテーテルは、一端においてシリコーン保持バルーン
を備えるシリコーンチューブで作られる一方で、カテーテルの他端が第２の連結要素に接
続される。自閉収集バッグとカテーテルを結合するために役立つ第２の連結要素の例は、
図４に示される。第２の連結要素と連結され、それから直腸カテーテルと接続される第１
のバネ仕掛けのバッグコネクタを備える自閉収集バッグの例は、図７に示される。
【００７４】
　収集バッグは、カテーテルが使用されるとき、第２の連結要素によって、カテーテルに
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接続されることができる、廃棄袋システムを形成するためのバネ仕掛けのバッグコネクタ
へ溶接される。収集バッグがいっぱいの時、廃棄袋システムは、別の収集バッグが使われ
ることができるように、バッグコネクタと第２の連結要素の間で取り外される。
【実施例３】
【００７５】
＜バッグコネクタシステム及び使用＞
　第１の連結要素（この実施例において、実施例１のバッグコネクタ）と第２の連結要素
を備える、バッグコネクタシステムが製造された。第２の連結要素は、５つの部品、連結
筐体、スライディングカバー、封止扉（すなわちキャップ）、及び２つのＯリングから組
み立てられた。連結筐体、スライディングカバー及び封止扉（すなわち、キャップ）は、
白色に着色されたアクリロニトリルブタジエンスチレン（ＡＢＳ）から射出成形された。
封止扉は、スライディングカバーへ締まりばめし、接着剤を使って封止されることができ
る。金属バネは、第１の連結要素における金属バネと同じように選択される。代わりに、
強い金属バネが、第２の連結要素において選択されてもよい。第２の連結要素の試作品の
長さは約８１ｍｍで、つり下げるためのビーズストラップへ接続されるための機構を有し
、また、第２の連結要素が、体の廃棄物を受けるためのカテーテルに接続されることがで
きるように、バッグコネクタ連結の他側に開口を有する。第２の連結要素の試作品は、約
２７ｍｍの直径を有し、約２７ｍｍのバッグコネクタの試作品の入り口よりもわずかに小
さい。
【００７６】
　本発明の好ましい実施形態が本明細書に示され、記載されている一方で、そのような実
施形態が実施例によってのみ提供されることは、当該技術分野の通常の知識を有するもの
に明らかになるであろう。多くの変形、変更及び置換は、すぐに、本発明から逸脱するこ
となく、当該技術分野の通常の知識を有するものに思い浮かぶであろう。本明細書で記載
された発明の実施形態のさまざまな代替は、本発明を実行するために採用されるかもしれ
ないと理解されるべきである。続く請求項は、発明の範囲を画定し、これらの請求項及び
それらの等価物の範囲の中の方法と構造は、それらによって、対象にされていることが意
図される。
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